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19期 栂 典雅

ふと立ち寄つた

自山砂防科学館

に、この連載が

掲示 してありま

した。
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き
た
し
、
私
も
使

っ
て
き
た
。

し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、
い

つ
、
だ
れ
が
、
何
を
根
拠
に
こ

の
三
山
を
選
ん
だ
の
か
。
そ
れ

は
、
兼
六
幽
な
ど
の

「
三
名

国
」
の
よ
う
に
、
全
国
的
に
認

知
さ
れ
て
い
る
の
か
。

一
方
、

こ
の
三
山
は

「
日
本
三
霊
山
」

と
も
称
さ
れ
る
が
、
そ
の
関
係

は
。

や
個
人
の
登
山
記
な
ど
の
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
が
大
半
で
、
出
来
に

ま
で
言
及
し
て
い
る
も
の
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
木

曽
地
方
の

「
三
霊
山
」
は
立
山

で
は
な
く
御
撤
山

で
あ

っ
た

り
、
羽
黒
山
、
大
峰
山
、
英
彦

山
を
三
霊
山
と
す
る
な
ど
の
例

外
も
あ
っ
た
。
し
か
し
全
体
的

な
傾
向
と
し
て
は

「三
霊
山
」

の
方
が
コ
一名
山
」よ
り
広
く
使

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

次
に
、

『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本

山
名
辞
典
』
と

「
広
辞
苑
』

（第
３
版

・
３３
年
）
で
こ
の
三

山
を
引
く
と
、
い
ず
れ
も

「日

本
三
名
山
の

一
」
と
書
か
れ
て

い
る
の
に
、

『
広
辞
苑
』
の
第

５
版

（
９８
年
）
に
な
る
と
、

「名
」
が

「霊
」
に
置
き
換
え

ら
れ
て
い
る
。
　
ｒ
一名
山
」
と

い
う
語
旬
に
は
、
山
岳
ぼ
仰
の

常
山
と
い
う
よ
り
、
山
そ
の
も

の
の
良
し
あ
し
で
選
ば
れ
た
目

本
を
代
表
す
る
山
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

根
拠
の
な
い
こ
と
が
、

『
広
辞

苑
』
の
修
正
理
由
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
の

「
三
名

山
」
は
、
意
図
的
か
否
か
は
別

と
し
て
、　
コ
ｆ

山̈
」
を
攣
に

言
い
換
え
た
だ
け
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
浅
学
に
し
て
推
測
の
域

を
出
な
い
が
、
そ
れ
な
り
の
由

来
が
あ
る
よ
う
に
も
思
う
。
ひ

と
つ
は
、
江
戸
後
期
に
日
本
企

国
を
行
脚
し
た
橘
南
酪

（
１
７

５
３

～
１
８
０
５

一
び

（西
一
遊

‐
‐己
』
¨
彼
は
、

な
か
の

「名
山
論
」
で
、

い
山
で
は
富
士
山
が
第

一

番
目
が
自
由
、
次
が
立
山
」

十
七

述
べ
て
い
る
。
二
つ
め
は
、

「越
中
お
わ
ら
節
」
の

「
越
中

で
立
山
、
加
賀
で
は
自
由
、
駿

河
の
富
士
山
、
三
国

一
だ
よ
」

と
い
う
歌
詞
で
あ
る
。

山
深
い
日
本
ア
ル
プ
ス
な
ど

の
山
が
知
ら
れ
て
い
な
い
時
代

に
あ
っ
て
、
古
来
、
Ｆ
仰
の
山

と
し
て
全
国
に
名
を
は
せ
て
い

た

「
三
常
山
」
に
、
江
戸
時
代

以
降
、
文
人
ら
が
物
見
遊
山
的

な
登
山
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

立
山
信
仰
の
布
教
活
動
に
通
す

る
富
山
の
業
売
り
な
ど
と
も
相

ま
っ
て
、
こ
の

「
三
名
山
」
が

流
市
し
た
の
で
は
な
い
か
Ｌ
、

私
は
考
え
て
い
る
り

０
「
三
名
山
」
あ
る
い
は

「
三
霊
山
」
の
出
来
に
関
す
る

知
見
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
、
こ
教
示
を
お
願
い
し
た

い
）

「自
由
は
、
富
士
山
、
立
山

こ
と
も
に
日
本
三
名
山
の
ひ
と

つ
…
…
」
と
い
う
定
型
旬
は
、

こ
れ
ま
で
数
多
く
見
聞
き
し
て

題

字

は

五

木

寛

之

氏

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「日
本

三
名
山
」
と

「日
本
三
常
山
」

を
検
索
し
て
み
る
と
、
ど
ち
ら

も
自
山

・
立
山
の
地
元
自
治
体

ID 白山は「三名山」

大
汝

一お
お
な
ん
じ

一
峰
か

ら
主
峰
の
御
前

（
こ
せ
ん

が

・
峰
を
望
む
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②「百名山」の功罪

■
ザ
レ
チ

山
岳
雑
誌

『
山
と
渓
谷
』

は
、

０２
年
１
月
号
で

「読
者
が

選
ん
だ
日
本
の
山
１
０
０
」
と

い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
そ

こ
で
は
自
山
が
な
ん
と
１０
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
１０
年
前
の

２５
位
か
ら
の
躍
進
で
、
同
誌
の

編
集
部
で
も
意
外
で
あ
っ
た
よ

・題

字

は

五

木

寛

之

氏

う
だ
。

ち
な
み
に
、
９
位
ま
で
の
山

名
を
並
べ
る
と
、
１
位
の
槍
ケ

岳
以
下
、
穂
高
連
峰
、
北
岳
、

剣
岳
、
富
士
山
、
自
馬
岳
、
八

ケ
岳

（南
部
）
、
飯
豊
連
峰
、

利
尻
山
と
な

っ
て
お
り
、
利

尻
山
と
自
山
以
外
は
、
前
回

も
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
っ
Ｃ
い

る
。自

由
の
人
気
が
高
ま
っ
た
理

由
と
し
て
、
私
は

『
日
本
百
名

山
』
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

『
日

本
百
名
山
』
に
つ
い
て
は
い
ま

さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
大

聖
寺

（加
賀
市
）
出
身
の
作
家

深
田
久
弥

（
１
９
０
３
～
７‐
）

が

一
定
の
基
準
と
自
身
の
登
山

経
験
に
基
づ
い
て
百
の
名
山
を

選
び
、
そ
の
山
の
魅
力
な
ど
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
版
は

譴
年
で
あ
る
が
、
近
年
、
に
わ

か
に
脚
光
を
浴
び
、
多
く
の
登

山
愛
好
者
が
百
名
山
完
登
を
目

指
し
て
い
る
。

『．山
と
渓
谷
』

の
百
山
で
も
、
そ
の
う
ち
の
訊

山
が

「日
本
百
名
山
」
に
入
つ

て
い
る
。

『日
本
百
名
山
』
で
深
田
久

弥
は
、

「自
由
」
を

「私
の
ふ

る
さ
と
の
山
」
と
い
い
、
思
い

入
れ
の
深
い
賛
美
の
言
葉
で
つ

づ
っ
て
い
る
。
百
名
山
登
山
者

が
、
自
山
に
注
目
し
な
い
わ
け

は
な
い
。
自
山
に
登
っ
て
み
て

も
、
旅
行
会
社
が
主
催
す
る
百

名
山
ツ
ア
ー
登
山
を
よ
く
見
か

け
る
し
、
以
前
は
少
な
か
っ
た

関
東
か
ら
の
登
山
者
も
増
え
て

い
る
。

自
山
に
登
る
人
が
多
く
な

り
、
地
元
が
経
済
的
に
潤
う
の

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、

問
題
も
あ
る
。
先
の

『山
と
渓

谷
』
に

「私
の
好
き
な
山
ベ
ス

ト
ー０
」
と
い
う
誌
面
が
あ
り
、

元
朝
日
新
聞
編
集
委
員
で
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
本
多
勝

一
氏
は

「山
の
順
位
づ
け
自
体
愚
劣
」

と
し
、

「深
田
百
名
山
を
早
ま

わ
り
競
争
ま
で
や

っ
て
荒
廃
さ

せ
た

モ
ト
は
深
田
さ
ん
に
あ

る
」
と
高
い
て
い
る
。
百
名
山

登
山
者
に
は
、
山
を
ゆ

っ
く
い

楽
し
む
こ
と
な
く
、
無
理
な
行

程
で
進
難
厳
ぎ
を
起

こ
し
た

り
、
マ
ナ
ー
が
不
足
し
た
り
Ｌ

て
い
る
者
も
多
い
、
と
聞
く
。

　
一

畔
刹
幸
洵
翻
『
い
紳
礫
匁
納
一
　
・３２

な
い
。

自
由
を
愛
し
、
山
の
す
ば
ら

し
さ
を
説
い
た
深
田
久
弥
の
ハ

に
反
し
て
は
な
ら
な
い
と
熙

う

。

（県
自
然
保
護
課
主
幹
）

柴山潟から望む白山

栂 典雅 さん
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③ 花の名山

前
回
、
山
岳
雑
誌

『山
と
渓

谷
』

（０２
年
１
月
号
）
の

「読

者
が
選
ん
だ
日
本
の
山
１
０

０
」
で
、
自
山
が
１０
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

今
回
か
ら
は
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
基
に
、
自
由
の
魅
力

と
そ
の
未
来

に
つ
い
て
、
私

題

字

は

五

木

寛

之

氏

な
り
の
思
い
を
述
べ
て
み
た

ま
ず
、
読
者
が
自
由
を
選
ん

だ
理
由
の
ベ
ス
ト
３
は
、

「①

花
が
豊
富
②
地
元
の
山
だ
か
ら

③
山
容
が
美
し
い
」
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
男
女
別
の
自
由

の
順
位
は
、
女
性
の
９
位
に
対

し
、
男
性
で
は
ベ
ス
ト
テ
ン
に

入
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
自
山
の

人
気
上
昇
は
、
近
年
、
増
加
傾

向
に
あ
る
女
性
登
山
者
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
同
誌
も

「女
性
は
花
の
多
い
た
お
や
か

な
山
が
好
き
」
と
分
析
し
て
い

る
。自

由
が

「花
の
名
山
」
で
あ

る
こ
と
は
、
す
で
に
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
自
山
で
最
初
に
発

見
さ
れ
た
り
、
基
準
標
本
が
採

取
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ク
サ

ン
と
名
の
つ
く
植
物
は
こ
と
の

ほ
か
多
く
、
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク

ラ
や
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
な
ど
、

標
準
的
な
和
名
で
１８
種
あ
る
。

ま
た
、
ク
ロ
ユ
リ
の
群
生
は
、

全
国
の
名
だ
た
る
花
の
各
山
の

な
か
で
も
屈
指
の
規
模
を
誇

り
、
実
に
見
事
で
あ
る
。

幸
い
な
こ
と
に
自
山
は
、
高

山
植
物
が
生
育
す
る
核
心
部
は

も
ち
ろ
ん
、
広
い
範
囲
が
、
国

立
公
園
の
な
か
で
も
最
も
規
制

の
厳
し
い
特
別
保
護
地
区
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
他
の
山
に
比

べ
て
も
自
然
は
よ
く
保
た
れ
て

い
る
方
だ
と
言
え
る
。

し
か
し
、
油
断
は
で
き
な

い
。
自
由
は
、
高
山
帯
を
有
す

る
山
と
し
て
は
日
本
の
最
西
端

に
位
置
す
る
た
め
、
１
０
０
種

を
超
え
る
高
山
値
物
の
分
布

室
堂
平
の
ク
ロ
ュ
リ
と
御
前
峰

は
、
自
山
が
西
ま
た
は
南
の
限

界
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、

高
山
帯
の
面
積
も
狭
い
の
で
、

こ
れ
ら
の
植
物
は
、
今
も
絶
滅

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
や
峻
性
雨
と
い
っ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
悪
化
は

も
ち
ろ
ん
、
登
山
道
が
漫
食
さ

れ
、
深
く
掘
ら
れ
る
こ
と
に
よ

る
周
辺
の
乾
燥
化
や
登
山
者
の

踏
み
つ
け
に
よ
る
裸
地
化
な
ど

も
脅
威
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
自
山
に
登
り
、
花
を

愛
で
、
ま
た
、
自
由
を
訪
れ
る

登
山
者
に
も
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ

る
。

（県
自
然
保
縦
課
主
幹
）

ノウサキ
゛
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白き名山

自
山
ほ
ど
、
わ
か
り
や
す
い

名
の
山
は
な
い
っ
雪
を
頂
く
そ

の
姿
を
、
四
方
か
ら
眺
め
ら
れ

る
自
由
は
、　
古

よ
り
、
農
耕

や
漁
労
に
た
ず
さ
わ
る
民
の
信

仰
を
集
め
、
奈
良
や
京
の
都
人

に
も
知
ら
れ
て
い
た
、̈
雪
や
自

の
象
徴
と
し
て
、

「
古
今
集
』

な
ど
の
和
歌
に
詠
ま
れ
、

『枕

草
子
』
に
も
登
場
す
る
っ

題

字

は

五

木

寛

之

氏

さ
て
、
再
び

「読
者
が
選
ん

だ
日
本
の
山
１
０
０
」

（
「
山

と
渓
谷
』
０２
年
１
月
号

）
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
あ
る
が
、
Ю

位
に
入
っ
た
日
山
を
選
ん
だ
理

由
の
ベ
ス
ト
３
は
、

「Ｏ
化
が

豊
富
②
地
元
の
山
だ
か
ら
の
山

容
が
美
し
い
」
で
あ
っ
た
ｃ
②

の

「地
元
の
山
だ
か
ら
」
に
関

し
て
は
、

「自
由
の
得
票
数
の

３７
％
は
、
石
川
、
福
井
、
岐
阜

県
民
」
で
あ
る
と
い
う
ぃ́
火
打

山
の
６３
％

（新
潟
）
や
飯
＝
連

峰
の
５８
％

（福
島
な
ど
３
県

）

は
ど
で
は
な
い
が
、
お
国
自
性

の
山
に
は
違
い
な
い
、

こ
の
こ
生
と
、
つ
の

「山
容

が
美
し
い
」
と
い
う
理
由
は
、

関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
う
．

「山
容
」
に
は
、
例
え
ば

「室

堂
か
ら
眺
め
る
御
前
雌
」
と
い

っ
た
自
由
登
山
時
の
景
観
も
合

ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
平
野
部
や
周
辺
の
山
々
か

ら
眺
め
る
自
山
と
と
ら
え
る
方

が
、

一
般
的
で
あ
ろ
う
。

「
日
本
百
名
山
』
を
苦
し
た

深
田
久
弥
も
、
故
郷
の
大
型
寺

か
ら
眺
め
る
自
山
が

「高
級
色

に
染
ま
る
ひ
と
時
は
、
美
し
い

も
の
の
究
極
で
あ
っ
た
」
と
称

竹
し
た
あ
と
に
、

「仰
い
で
美

し
い
ば
か
り
で
な
く
、
経

っ
て

も
美
し
い
山
で
あ
る
」
と
占
い

て
い
る
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
旅
行

家
、
橘
南
酪
は

「
名
山
論
」
の

な
か
で
、

「自
山
は
た
だ

一
雌

に
て
、
根
張
り
も
大
に
、
一十

一

に
雪
四
時
あ
り
て
自
Ｉ
を
削
れ

る
が
こ
と
く
、
見
る
よ
り
目
さ

む
る
こ
こ
ち
す
」
Ｌ
記
し
て
い

る
。
自
山
の
山
容
と
美
の
原
点

を
、
実
に
端
的
に
言
い
表
し
て

い
る
Ｌ
思
う
ぅ

富
Ｌ
山
の

「端
麗
」
や
飢
岳

あ
る
い
は
綸

。
穂
高
連
峰
の

「
峻

険
」
に
対
し
、
自
山
は

深
田
久
弥
が

「
ふ
る
さ
と
の
町

か
ら
眺
め
る
の
が
最
上
」
と
い

う
大
聖
寺
か
ら
見
た
自
由

「鮭
美
」
と
形
容
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
や
さ
し
く
て
見
飽
き

な
い

「
い
や
し
系
」
の
姿
で
あ

る
と
思
う
［
し
か
し
、

「
自
Ｉ

を
削
れ
る
が
こ
と
く
」
と
表
現

さ
れ
た
山
肌
を
、
本
当
に
削

っ

て
し
ま

っ
て
は
元
も
子
も
な

い
。
自
由
を
眺
望
す
れ
ば
、
い

や
応
な
く
雑
多

な
人
工
物
が

日
に
入
る
と
い
う
現
実
も
あ

″０
。登

山
の
対
象
だ
け
で
な
く
、

風
景
と
し
て
の
自
由
も
か
け

が
え
の

な
い
資
源

・
町
産

で

あ
り
、
自
由
が
名
山

で
あ
る

た
め
の
重
要

な
要
件

で
あ
る

と

い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た

い
。

（県
自
然
保
護
課
主
幹
）
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一育

‥‐
、
れ
は
、
■
一

′ュ
一隈

′れ
、
衝

川

。
品

丼

県

境

の

界
一
」一■

一て
い
ス
）

Ｌ
年
は
、
　

赤

兎

山
な
二
ち
、
二
”
一コ
ウ

出

′―、
昼

，１二
ち
そ
れ
な
り
の
快
迪
　
キ
ス
ゲ
の
咲
く
シ
ー
ズ
ン
に

■
か
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
宮
　
け
い
、
関
西
な
ど
か
ら
大
勢
の
“

泊
施
設
は
予
約

―ｌｉ‐―
キ
・ヒ

つ
た
　
山
者
が
訪
れ
、
ツ
ア
ー
“
山
さ

Ｆ
卜

　

一　
　
　
　
‐―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

酬
剛
刊
＝
判
川
＝
＝
州
引
引
川

り
、
改
膨

．
改
善
に
努
め
て
い
　
・^
釘
わ
れ
て
い
る
．

一̈
　一　・』二・一二」「十一一ゴ「一　‐摯壇一」「麻［』「け″　一一一̈
¨̈
¨̈
『̈
”̈
　着“̈
一一一「̈
『̈
¨̈

二
つ
　
　
　

．

可
能
　
「
電
■
、
自
然
環
境

へ
の
悪
彩
　
眺
望
で
あ
ろ
う
（。
そ
も
そ
も
自

Ｌ
“
　
郷
〓
一い
っ
た
問
題
も
あ
る
．
　
　
山
信
仰
は
、
自
由
を
遥
拝
す
る

一
〓
、
　
　
一
万
、
今

ＩＬｌ
ブ
ー
ム
は
、
地
　
´ゝ

一か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
に
、

が
約
　
一月
の
マ
イ
ナ
ー
な
山
々
に
ち
及
　
自
由
周
辺
に
は
、
す
ば
ら
し
い

年
一圧
　
び
、
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
　
展
望
の
山
が
い
く
つ
も
あ
る

っ

市
声
）

か
っ
た
よ
う
な
こ
上
が
起
き
て
　
　
一）
れ
か
ら
も
自
由
が
名
山
で

い
る
　
例
え
ば
、
福
井
県
の
　
あ
る
た
め
に
は
、
自
由
中
心
部

の
争

　

一百
名
山
」
荒
島
岳
は
ち
ち
ろ
　
・の
集
中
利
用
を
避
け
、
自
然
の

一
一
一
一
一
一
一
一
一一
一
一
一
一

．
一
一
・
一
一
一

保
護
と
快
適
性
を
保
持
す
る
こ

Ｌ
が
大
切
で
あ
る
（
自
然
へ
の

負
荷
を
最
小
限
に
し
な
が
ら
活

用
し
、
地
元
に
利
益
を
も
た
ら

自
由
の
遥
拝
所
で
あ

っ
た
法
恩

寺
出
か
ら

す

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、

そ
の

一
方
策

で
あ
る
ぃ
例
え

ば
、
利
用
者
の
極
め
て
少
な
い

中
宮
道
や
加
賀
仲

定

道

、
あ

る
い
は
町
辺
の
山
々
を
ガ
ィ
ド

と
な
き
、
自
由
の
自
然
や
歴
史

に
ふ
れ
、
眺
Ψ
を
満
岬
、し
、
温

泉
に
泊
ま
る
と
い
っ
た
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
が
定
清
し
な
い
ち
の
だ

ろ
う
か
っ

今
年
は
自
由
日
立
公
園
の
指

定
４０
周
年
に
あ
た
り
、
国
際
山

岳
年
、
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

年
で
も
あ
る
。
ま
た
、
来
年
は

深
田
久
弥
の
生
誕
百
年
〔
自
由

の
来
来
を
考
え
る
、
よ
い
磯
会

で
あ
る
と
思
う
。

（県
自
然
保
護
課
主
幹
）

次
国
か
ら
は
中
森
あ
か
ね
さ
ん

-35-
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